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日本なし「新美月」と「新王」の有袋栽培におけるカラーチャートを用いた適期収穫方法 

［要約］日本なし「新美月」と「新王」の有袋栽培において、「豊水」用カラーチャートを用いること

で適期収穫が可能である。「新美月」はカラーチャート値 2.5 から 4.5 を目安として収穫し、「新

王」は 2.0 から 4.0 を目安として大玉から収穫することで果実品質の高位安定化を図ることができ

る。 
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［背景・ねらい］ 

県育成の日本なし新品種「新美月」と「新王」は平成 27 年から出荷を開始し、良食味であること

から、県内外で高い評価を得ている。今後、出荷量の増加が見込まれることから、それぞれの品種

の特徴に応じた適期収穫を行うことで、良食味で安定した品質の果実生産を実現する。 

 

［内容］ 

１ 「新美月」、「新王」の有色一重袋を用いた有袋栽培では、果実日陰側の表面色が内部品質

（糖度及び果肉硬度）と相関が高いため、カラーチャート値（以下、表面色値とする）を基準として

収穫する。カラーチャートは当面、農水省果樹試験場作成の「豊水」用を用いる。 

２ 「新美月」は、熟度の進展に伴い糖度は上昇し（図１）、果肉硬度の低下は少ないことから、表

面色値 2.5～4.5 を目安として収穫する。この場合、収穫期間の目安は満開後日数で 140～155

日（平年で９月 16 日～10 月１日）である（表）。 

３ 「新王」は表面色値２程度から糖度が高く安定する一方、熟度の進展に伴い果肉硬度が低下

することから（図２）、表面色値 2.0～4.0 を目安として収穫する。この場合、収穫期間の目安は満

開後日数で148～163日（平年で９月 22日～10月７日）である（表）。大玉が早熟となる傾向があ

るため、大玉から優先して収穫する（データ略）。 

４ 収穫期間中の熟度進展は年により差があるので（図３）、内部品質も確認した上で計画的に収

穫を進める。 

 

［導入効果］ 

果実品質の高位安定化を図ることができる。 

 

［導入対象］ 

「新美月」、「新王」を栽培する生産者 

 

［留意点］ 

１ 本成果はＳ社の赤色一重袋を用いたデータである。無袋栽培や白色袋、二重袋を用いた場合

は果皮の着色傾向が異なるため本成果の目安は適合しないので留意する。 

２ 専用カラーチャートではないので、色調の適合性は必ずしも高くない。指導機関と目合わせを

行った上で利用する。 



表

満開後
日数

暦日
（平年）

地色
糖度

（Brix％）
果肉硬度
（ｌｂｓ）

2.5～
　4.5

140～
　155日

９月16日～
10月1日

3.4～
　4.7

14.6～
　15.7

5.5～
　5.3

2.0～
　4.0

148～
　163日

９月22日～
10月７日

2.9～
　4.3

14.5～
　14.9

5.3～
　4.5

「新美月」

「新王」

「新美月」、「新王」における収穫適期の表面色値及びこれに対応する収穫期間の目
安と果実品質

収穫期間の目安収穫適期の
表面色値
（日陰側）

果実品質

品　種

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

研究課題名：新潟産果実のブランド力向上と新展開に向けた技術開発 

予 算 区 分：県単経常 

研 究 期 間：平成 26～28 年度 

発表論文等：なし 
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図１ 「新美月」の表面色値と糖度の関係
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図２ 「新王」の表面色値と果肉硬度の関係
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図３ ３カ年の収穫期における収穫推移 

注 ｙ軸の収穫可能果実割合は、樹上の果実のうち「新美月」は表面色値 2.5～4.5、 

「新王」は表面色値 2.0～4.0 の果実が占める割合を示す。 


